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武
力
紛
争
に
お
け
る

国
際
人
権
法
と

国
際
人
道
法
の
交
錯

 

髙
嶋
陽
子
著

　
内
戦
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
多

発
す
る
中
で
、
国
際
司
法
の

場
で
も
国
際
人
権
法
と
国
際

人
道
法
の
適
用
を
ど
う
す
る

か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
各
地
の
民
族
紛
争
・
内
戦

の
犠
牲
者
保
護
や
、
い
わ
ゆ

る
「
対
テ
ロ
戦
争
」
に
お
け

る
テ
ロ
リ
ス
ト
の
扱
い
な
ど

を
め
ぐ
っ
て
、
国
際
人
権
法

と
国
際
人
道
法
の
い
ず
れ
の

法
が
適
用
さ
れ
る
の
か
。

　
ま
た
、
両
法
が
適
用
さ
れ

る
と
す
れ
ば
、
適
用
関
係
は

何
か
。
そ
の
内
容
に
抵
触
が

生
じ
る
場
合
、
い
ず
れ
の
法

が
優
先
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。

　
本
書
は
、
そ
の
交
錯
に
つ

い
て
理
論
・
規
定
構
造
・
適

用
事
例
を
再
検
討
し
、
法
的

基
盤
の
観
点
か
ら
多
角
的
に

捉
え
な
お
す
一
冊
。（
専
修

大
学
出
版
局
・
本
体
３
２
０

０
円
＋
税
）

　
著
者
（
た
か
し
ま
・
よ
う

こ
）

法
学
部
助
教
。
主
な

担
当
は
、
法
学
入
門
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
Ｉ
、
外
国
書
講
読
Ｉ
、

Ⅱ
。

ア
メ
リ
カ

連
邦
準
備
制
度
（
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）

の
金
融
政
策

 

田
中
　
隆
之
著

　
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
準
備
制

度
（
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）
や
日
本
銀
行

な
ど
、
先
進
国
の
４
つ
の
中

央
銀
行
は
、
２
０
０
８
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

非
伝
統
的
金
融
政
策
と
呼
ば

れ
る
超
金
融
緩
和
に
踏
み
込

ん
で
い
る
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｓ
は
一
昨
年
、
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
。
本

書
で
は
、
そ
の
創
立
の
経
緯

や
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
経
済
の

展
開
の
中
で
Ｆ
Ｒ
Ｓ
が
果
た

し
て
き
た
役
割
を
概
観
す
る

歴
史
的
な
分
析
、
そ
れ
が
行

う
金
融
政
策
の
手
法
や
制
度

の
分
析
、
そ
し
て
、
世
界
金

融
危
機
後
に
繰
り
出
さ
れ
た

異
例
の
政
策
に
関
す
る
現
状

と
理
論
の
分
析
｜
｜
の
３
つ

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
３
点
目
で
は
、

中
央
銀
行
が
国
債
な
ど
資
産

の
大
量
購
入
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
現
象
の
検
討
が
中

心
だ
。
著
者
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｓ
は

ど
う
や
ら
大
量
資
産
購
入
か

ら
抜
け
出
せ
そ
う
だ
が
、
日

銀
は
そ
の
「
出
口
」
を
う
ま

く
マ
ネ
ー
ジ
で
き
な
い
可
能

性
が
高
い
こ
と
を
示
唆
し
、

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
・

本
体
２
５
０
０
円
＋
税
）

　
著
者
（
た
な
か
・
た
か
ゆ

き
）

経
済
学
部
教
授
。
主

な
担
当
は
財
政
金
融
政
策
、

日
本
経
済
論
。

　
春
の
東
都
大
学
野
球
リ
ー

グ
戦
で
野
球
部
が
26
年
ぶ
り

32
回
目
の
頂
点
に
立
っ
た
専

修
大
学
は
７
月
17
日
、
東
京

都
港
区
の
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
で
優
勝
祝
賀
会
を
開
い

た
。
野
球
部
の
選
手
や
関
係

者
、
卒
業
生
ら
約
７
０
０
人

が
優
勝
の
喜
び
を
分
か
ち
合

っ
た
。

　
全
学
応
援
団
に
よ
る
応
援

歌「
ス
タ
ー
専
修
」の
演
奏
と

演
舞
で
迎
え
ら
れ
た
選
手
ら

１
２
０
人
が
舞
台
に
登
場
す

る
と
、
会
場
は
拍
手
と
歓
声

に
包
ま
れ
た
。
司
会
は
大
の

野
球
好
き
を
自
認
す
る
上
田

ま
り
え
さ
ん
（
平
21
文
・
日

本
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）。

　
日
髙
義
博
理
事
長
は
「
大

学
ス
ポ
ー
ツ
ら
し
い
さ
わ
や

か
な
優
勝
だ
っ
た
」
と
た
た

え
た
。
矢
野
建
一
学
長
は
、

優
勝
が
決
ま
っ
た
５
月
20
日

は
、
大
一
番
に
合
わ
せ
て
一

部
学
部
の
全
授
業
を
休
講
に

し
、
神
宮
球
場
へ
。
三
塁
側

ス
タ
ン
ド
は
大
応
援
団
で
埋

ま
っ
た
と
報
告
。

　
東
都
最
多
優
勝
の
歴
史
を

彩
る
往
年
の
選
手
が
多
数
駆

け
つ
け
た
。
１
９
８
９
年
、

31
回
目
の
優
勝
時
に
主
力
投

手
と
し
て
貢
献
、
ヤ
ク
ル
ト

ス
ワ
ロ
ー
ズ
で
も
エ
ー
ス
と

し
て
活
躍
し
た
岡
林
洋
一
さ

ん
（
平
３
商
）
は
、「
26
年

前
、
同
じ
ホ
テ
ル
の
優
勝
祝

賀
会
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ

た
」
と
感
慨
深
げ
。
秋
季
リ

ー
グ
戦
に
向
け
「
力
い
っ
ぱ

い
や
れ
ば
結
果
は
必
ず
つ
い

て
く
る
」
と
後
輩
を
激
励
し

た
。
広
島
カ
ー
プ
の
黒
田
博

樹
投
手
（
平
９
商
）
か
ら
は

「
秋
に
連
覇
し
て
新
た
な
歴

史
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
映
像
が
届
い

た
。

　
25
（
大
正
14
）
年
創
部
の

専
大
野
球
部
は
、
31
（
昭
和

６
）
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
東

都
大
学
野
球
リ
ー
グ
の
初
代

王
者
と
な
っ
た
。
会
場
に

は
、
野
球
部
の
歴
史
を
振
り

返
る
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ

た
。

　
戦
前
の
野
球
部
黄
金
期
に

活
躍
、
戦
争
中
は
満
州
に
出

征
し
た
と
い
う
97
歳
の
山
口

吉
国
さ
ん
（
昭
16
経
学
）
は

静
岡
市
か
ら
参
加
。
出
征
時

に
野
球
部
の
仲
間
が
寄
せ
た

日
章
旗
が
展
示
さ
れ
た
。

「
こ
こ
に
来
て
万
感
の
思
い

が
こ
み
上
げ
た
」
と
往
時
を

懐
か
し
み
、
後
輩
の
活
躍
を

喜
ん
だ
。

　
就
任
３
季
目
で
１
部
復
帰

即
優
勝
に
導
い
た
齋
藤
正
直

監
督
は
、
大
胆
か
つ
繊
細
な

野
球
が
で
き
た
と
今
季
チ

ー
ム
を
評
価
。「
伝
統
の
上

に
、
未
来
に
向
か
っ
て
継
続

す
る
力
を
発
揮
し
て
い
き
た

い
」
と
強
調
し
た
。
高
原
悠

主
将
（
商
４
）
は
「
こ
ん
な

に
た
く
さ
ん
の
人
が
応
援
し

て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
実
感
し
た
」
と
感
激
の
面

持
ち
。
秋
季
リ
ー
グ
戦
の
さ

ら
な
る
活
躍
を
誓
っ
た
。

往
年
の
選
手
も
多
数
参
加

野球部東都優勝祝賀会

▲　部長、監督、コーチ、部員たちが優勝報告

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
世
界
に

伝
え
た
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
、

石
川
文
洋
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
学
科
の
日
本
写
真

家
協
会
と
の
協
力
講
座
「
報

道
写
真
論
」（
前
期
）
が
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
。

　
講
座
は
６
月
２
日
か
ら
６

回
。
石
川
さ
ん
は
数
々
の
写

真
を
紹
介
し
な
が
ら
戦
争
と

平
和
に
つ
い
て
約
１
０
０
人

の
学
生
を
前
に
講
義
し
た
。

　
石
川
さ
ん
は
１
９
３
８
年

生
ま
れ
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
拡

大
直
後
の
64
年
、
フ
リ
ー
カ

メ
ラ
マ
ン
と
し
て
南
ベ
ト
ナ

ム
の
土
を
踏
み
、
米
軍
、
サ

イ
ゴ
ン
政
府
軍
に
同
行
取

材
。
69
年
ま
で
戦
争
の
最
前

線
の
実
態
を
伝
え
る
数
々
の

作
品
を
発
表
し
て
注
目
を
集

め
た
。

　
そ
の
後
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ

ナ
、
ソ
マ
リ
ア
な
ど
、
世
界

の
紛
争
地
で
取
材
を
続
け
て

い
る
。
沖
縄
に
生
ま
れ
幼
い

頃
に
本
土
に
移
り
住
ん
だ
石

川
さ
ん
は
、
自
ら
を
「
在
日

沖
縄
人
」
と
語
り
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
時
の
沖
縄
米
軍
基
地

や
近
年
の
沖
縄
の
姿
も
伝
え

て
い
る
。

　
７
月
21
日
の
最
終
授
業

は
、
学
生
か
ら
の
質
問
に
答

え
る
形
で
進
ん
だ
。
ベ
ト
ナ

ム
で
の
命
が
け
の
撮
影
を

「
生
死
を
分
け
る
の
は
ほ
ん

の
一
瞬
。
恐
怖
か
ら
逃
れ
る

よ
う
に
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
の

ぞ
き
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し

続
け
た
」
と
語
る
。
そ
う
や

っ
て
と
ら
え
た
写
真
の
ネ
ガ

フ
ィ
ル
ム
を
「
一
カ
ッ
ト
15

ド
ル
」
で
通
信
社
に
。「
身

を
切
る
よ
う
な
思
い
だ
っ

た
」
と
振
り
返
る
。

　
カ
メ
ラ
マ
ン
の
重
要
な
役

割
は
「
現
状
を
次
の
世
代
に

伝
え
る
こ
と
」。
命
が
何
よ

り
も
大
切
だ
と
い
う
意
味
の

沖
縄
の
言
葉
「
命ぬ

ち

ど
ぅ
宝

（
命
こ
そ
宝
）」
を
学
生
た

ち
に
贈
り
、「
自
分
は
も
ち

ろ
ん
、
他
人
の
命
を
思
い
や

る
想
像
力
を
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
。
そ
れ
が
戦
争
を
防
ぐ

道
に
つ
な
が
る
」と
語
っ
た
。

　
南
雲
亮
平
さ
ん
（
４
年

次
）
は
「
石
川
さ
ん
の
話
か

ら
、
沖
縄
へ
の
深
い
思
い
と

と
も
に
、
戦
争
は
絶
対
に
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て
き
た
」

と
感
想
を
話
し
た
。

　
な
お
４
、
５
月
は
モ
ン
ゴ

ル
を
中
心
に
活
動
す
る
写
真

家
・
清
水
哲
朗
さ
ん
が
講
義

し
た
（
全
７
回
）
。

◇

　
※
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
学
科
の
メ
デ
ィ
ア
協
力

講
座
は
別
表
の
と
お
り
。

現
役
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や

作
家
ら
が
講
義
を
行
う
。

公
開
講
演
会 

生
田
で
開
催 

 

会
計
学
研
究
所

　
会
計
学
研
究
所
（
佐
藤
文

雄
所
長
）
の
公
開
講
演
会
が

７
月
２
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た

写
真
。

同
研
究
所
で
は
会
計
学
界
に

お
け
る
第
一
人
者
を
講
師
に

招
い
て
年
２
回
公
開
講
演
会

を
開
催
し
て
い
る
。
今
回
は

早
稲
田
大
学
大
学
院
会
計
研

究
科
の
小
林
啓
孝
教
授
（
慶

應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）
が

約
３
０
０
人
の
学
生
、
大
学

院
生
、
教
員
を
前
に
「
環
境

認
識
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
｜

戦
略
が
会
計
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
与
え
る
影
響
｜
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。

　
小
林
教
授
は
「
企
業
活
動

は
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
人

や
企
業
な
ど
の
相
互
作
用
に

よ
っ
て
変
化
し
て
い
く
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
だ
」
と
い

う
視
点
に
立
っ
て
管
理
会
計

の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
講
演
は
、
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
分
野
の
輝

け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
企
業
で

あ
っ
た
シ
ャ
ー
プ
、
ノ
キ

ア
、
ソ
ニ
ー
、
サ
ム
ス
ン
を

取
り
上
げ
た
。

　
ノ
キ
ア
、
ソ
ニ
ー
、
サ
ム

ス
ン
は
同
じ
よ
う
な
時
代
認

識
を
持
っ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
業
績
に
差
が
生
じ

た
。
ソ
ニ
ー
と
サ
ム
ス
ン
は

同
じ
よ
う
な
会
計
管
理
シ
ス

テ
ム
（
事
業
部
別
損
益
計

算
、
Ｅ
Ｖ
Ａ
な
ど
）
を
導
入

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

業
績
に
差
が
生
じ
た
。
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た

の
か
を
図
表
な
ど
を
用
い
て

解
説
。
経
営
者
が
企
業
経
営

に
関
す
る
不
確
実
性
と
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
に
ど
う
対
処
し
て

き
た
か
を
指
摘
し
た
。

 

（
柳
裕
治
商
学
部
教
授
）

文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
協
力
講
座

「
戦
争
を
防
ぐ
想
像
力
を
」

戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
石
川
文
洋
さ
ん
が
連
続
講
演

▲
　
石
川
さ
ん
（
右
）
は
作
品
を
紹

介
し
な
が
ら
講
義
｜
｜
１
９
７

２
年
、
沖
縄
本
土
復
帰
の
と
き

の
子
供
た
ち

文学部人文・ジャーナリズム学科

協力講座一覧

講座名（新聞社・団体名）

国際ジャーナリズム論

（毎日新聞社）

政治ジャーナリズム論

（読売新聞社）

沖縄ジャーナリズム論

（沖縄タイムス社）

報道写真論（日本写真家協会）

言葉とメディア

（日本ペンクラブ）

科学とメディア（朝日新聞社）

スポーツジャーナリズム論

（中日新聞社）

７００人が26年ぶりの栄冠祝う７００人が26年ぶりの栄冠祝う


